
【万
葉
古
代
学
研
究
所
尭
報
】

平
成
二
十

一
年
度

二
月

五
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
寺
川
異
知
夫
万
葉
古
代
学

研
究
所
長

(以
下
､
所
長
と
略
す
)
が

｢古
典
文
学
に
み
え
る

病
気
と
治
療
法
｣
と
題
し
て
特
別
講
義
の
講
師
を
務
め
る
｡

二
月

二
二
日

ー
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
携
ツ

ア
ー

｢谷
村
新
司
ト
ー
ク
&
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
｣
の
一
環
と

し
て
､
企
画
展
示
室
に
て

｢古
典
籍
ミ
ニ
展
示
｣
を
実
施
｡

二
月

一
五
日

友
の
会
共
催
｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'竹
本
晃
主
任
研
究
員
(以

下
､
研
究
員
と
略
す
)
が

｢巻

一
の
世
界

(下
)
七
八
～
八
〇

番
歌
｣
を
講
義
｡

二
月
二

一
日

静
岡
県
袋
井
市
立
浅
羽
郷
土
資
料
館
講
座
で
､
井
上
さ
や
か

主
任
研
究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が

｢袋
井
市
の
万
葉

歌
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
月
二
五
日

奈
良
県
庁
に
て
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
委
員
会
が
発

足
｡
同
推
進
チ
ー
ム
第

一
回
会
議
に
井
上
研
究
員
が
参
加
｡

二
月
二
六
日

月
刊
雑
誌

｢
T
A
R
U
I
樽
1
｣
の
特
集
.｢
平
城
遷
都

二
二
〇
〇
年
-
ま
は
ろ
ば
の
国
の
銘
酒
｣
に
関
し
て
'
井
上
研

究
員
が
取
材
協
力

(｢
T
A
R
U
-
樽
-
｣
四
月
号
に
掲
載
)0

二
月
二
七
日

第
二
次
和
泉
郡
研
究
会
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢平
安
前
期
に

お
け
る
和
泉
国
の
宮
田
｣
と
題
し
て
研
究
報
告
｡

三
月

五
日

テ
レ
ビ
番
組

｢お
と
な
旅

･
あ
る
き
旅
｣
に
､
井
上
研
究
員

が
出
演

(テ
レ
ビ
大
阪
に
て
三
月
二
七
日
に
放
送
)0

三
月

六
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員

が

｢万
葉
集
の
基
礎
知
識
｣
を
講
義
｡

三
月

七
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員

と
曹
泳
梅
主
任
研
究
員

(以
下
､
研
究
員
と
略
す
)
が
実
地
研

修
の
講
師
を
務
め
る
｡

三
月

一
五
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
曹
研
究
員
が

｢巻

一

の
世
界

(下
)
八

一
～
八
四
番
歌
｣
を
講
義
｡

三
月

一
八
日

第
二
回
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良

県
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

三
月
三
〇
日

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
米
子
支
社
主
催
の

｢奈
良
県
立
万
葉

文
化
館

･
奥
明
日
香
万
葉
の
た
び
｣
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員

が
同
題
目
に
て
講
演
｡
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平
成
二
十
二
年
度

四
月

三
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
奈
良

県
立
方
菓
文
化
館
友
の
会
主
催
の
｢『万
葉
』
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク
｣

(ー
R
長
柄
駅
1
1
R
天
理
駅
コ
ー
ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
で
'
井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡



四
月

九
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

1
回
)
を
講
義
｡

四
月

一
〇
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
奈
良

県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
主
催
の
｢『
万
葉
』
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク
｣

(J
R
巻
向
駅
l
J
R
三
輪
駅
コ
ー
ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
で
､
曹
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

四
月

一
六
日

平
城
遷
都

二
二
〇
〇
年
記
念
特
別
展

｢
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ー
奈

良
へ
の
道

平
山
郁
夫
展
｣
に
寄
せ
て
､
ホ
ワ
イ
エ
に
て

｢
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
万
葉
文
化
｣
展
を
実
施

(五
月
三
〇
日
ま
で
)
0

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
二
回
)
を
講
義
.

四
月

一
七
日

ー
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
奈
良

県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
主
催
の
｢『
万
葉
』
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク
｣

(J
R
巻
向
駅
1
1
R
柳
本
駅
コ
ー
ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
で
井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

四
月

一
九
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)
八
五
～
九

〇
番
歌
｣
を
講
義
｡

四
月
二
〇
日

第
三
回
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良

県
庁
に
て
開
催
さ
れ
､
井
上
研
究
員
が

｢記
紀
万
葉
の
基
礎
知

識
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

四
月
二
三
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
≡
回
)
を
講
義
｡

四
月
二
四
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
奈
良

県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
主
催
の
｢『
万
葉
』
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク
｣

(J
R
桜
井
駅
発
着
コ
ー
ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
曹
研

究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

四
月
二
七
日

W
E
B
マ
ガ
ジ
ン

｢ト
レ
た
び
｣
の
取
材
に
､
井
上
研
究
員

が
対
応

(｢ト
レ
た
び
｣
鉄
道
お
も
し
ろ
ガ
イ
ド
V
o
l
.
2

に
掲
載
)
0

四
月
二
八
日

奈
良
県
知
事
定
例
記
者
会
見
に
て
､
第
二
回
N
A
R
A
万
葉

世
界
賞
の
授
賞
者
を
発
表
｡
天
津
師
範
大
学
教
授
･王
暁
平
氏
｡

五
月

七
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
I
I
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
四
回
)
を
講
義
.

五
月

八
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢『古

事
記
』
編
纂
の
目
的
と
序
文
｣
を
講
義
｡

元
興
寺
で
開
催
さ
れ
た
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会

大
会
JtP
A
in
奈
良
)
3
0
0

に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢
万

葉
集
が
語
り
か
け
て
く
る
心
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月

一
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
I
I
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
五
回
)
を
講
義
｡

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
携

C-ub
D-SCO
<
ER
W
EST
･
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
共
同
企
画

｢奈
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良
の
旅
～
古
代
史
の
謎
と
万
葉
の
歴
史
を
尋
ね
て
～
｣
と
し
て
､

展
示
室
地
下

一
階
に
て

｢古
典
籍
特
別
公
開
｣
を
実
施
｡

五
月

一
六
日

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
-
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
ー
｣
(
代

表
･
後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第
六
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

五
月

一
七
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)
九

一
～
九
五
番
歌
｣
を
講
義
｡

奈
良
大
学
で
開
催
さ
れ
た
上
代
文
学
会
全
国
大
会
の
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
の
一
人
を

務
め
る
｡

五
月

一
九
日

な
ら
ど
っ
と
F
M

｢県
政
H
O
T
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
｣

お
よ
び
F
M
ハ
イ
ホ
-
｢県
政
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
｣
に
､
井
上
研

究
員
が
出
演
｡

五
月
二

一
日

第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢『
万
葉
集
』
と
歌
木
簡
-
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
-
｣
(
代
表
･

多
田
伊
織
皇
学
館
大
学
講
師

･
研
究
員
)
の
第

一
回
共
同
研
究

会
を
開
催
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡

五
月
二
二
日

第
三
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座

･
平
山
郁
夫
展
関
連
特

別
講
座
と
し
て
､
寺
川
真
知
夫
所
長

･
同
志
社
女
子
大
学
特
任

教
授
が

｢敦
煙
と
古
代
日
本
の
仏
教
伝
承
｣
を
講
義
｡

教
育
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル

･
コ
リ
ア
ン
ワ
ー
ル
ド
主
催
の
東
ア

ジ
ア
平
和
友
好
祭
コ
リ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
､
井

上
研
究
員
が
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｢日
本
国
家
形
成
と
渡
来
人
｣

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
｡

五
月
二
六
日

第
四
回
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良

県
庁
に
て
開
催
さ
れ
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

五
月
二
八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
七
回
)
を
講
義
｡

五
月
二
九
日

ー
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
奈
良

県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
主
催
の
｢『万
葉
』
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク
｣

(J
R
香
久
山
駅
l
万
葉
文
化
館
コ
ー
ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
で
'
竹
本
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

六
月

四
日

N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
関
連
展
示

｢世
界
が
み
た
万
葉
集
-

過
去
･現
在
､
そ
し
て
未
来
へ
-
｣
を
ホ
ワ
イ
工
に
て
実
施

(七

月
四
日
ま
で
)0

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
八
回
)
を
講
義
｡

六
月

五
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
奈
良

県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
主
催
の
｢『万
葉
』
駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク
｣

(J
R
金
橋
駅
～
J
R
畝
傍
駅
コ
ー
ス
)
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
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ト
で
､
竹
本
研
究
員
が
解
説
講
師
を
務
め
る
｡

六
月

八
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
携
企

画
で
'
竹
本
研
究
員
が
｢古
典
籍
特
別
公
開
｣
の
解
説
を
務
め
る
｡

六
月

一
〇
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
携
企

画
で
､
井
上
研
究
員
が
｢古
典
籍
特
別
公
開
｣
の
解
説
を
務
め
る
｡

六
月

一
一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

六
月

二

一日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
携
イ

ベ
ン
ト
の
万
葉
講
座

｢万
葉
ま
は
ろ
ば
線
に
乗
っ
て
｣
で
'
上

野
誠
副
所
長
が

｢故
郷
と
な
っ
た
飛
鳥
｣
を
､
曹
研
究
員
が

｢香

具
山
の
国
見
歌
｣
を
講
演
｡

六
月

一
八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

一
〇
回
)
を
講
義
｡

六
月

一
九
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
携
イ

ベ
ン
ト
の
万
葉
講
座

｢
万
葉
ま
は
ろ
ば
線
に
乗
っ
て
｣
で
'
寺

川
虞
知
夫
所
長
が

｢人
麻
呂
の
巻
向
の
妻
｣
を
､
竹
本
研
究
員

が

｢海
石
棺
市
と
大
和
川
｣
を
講
演
｡

六
月
二
一
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
曹
研
究
員
が

｢巻
二

の
世
界

(上
)
九
六

～
一
〇
二
番
歌
｣
を
講
義
｡

六
月
二
二
日

第
五
回
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良

県
立
図
書
情
報
館
に
て
開
催
さ
れ
'
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

六
月
二
五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
1
｣
(第

二

回
)
を
講
義
｡

六
月
二
六
日

J
R
西
日
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
携
イ

ベ
ン
ト
の
万
葉
講
座

｢万
葉
ま
は
ろ
ば
線
に
乗
っ
て
｣
で
､
中

西
進
館
長
が

｢山
村
の
風
景
-
万
葉
集
か
ら
三
島
由
紀
夫
ま
で

-
｣
を
､
井
上
研
究
員
が

｢
万
葉
揺
藍
の
地
-
模
本

･
和
爾
｣

を
講
演
｡

六
月
二
七
日

奈
良
県
主
催
の
第
二
回
N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
贈
呈
式
お
よ

び
記
念
事
業
を
万
葉
文
化
館
企
画
展
示
室
に
て
開
催
｡
受
賞
者

の
王
暁
平
氏

(天
津
師
範
大
学
教
授
)
に
よ
る
受
賞
記
念
講
演

｢万
葉
集
と
詩
経
｣
､
選
考
委
員
の
ド
ナ
ル
ド

･
キ
ー
ン
氏

(
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
教
授
)
に
よ
る
特
別
講
演

｢万
葉
集
の
翻

訳
｣
､
王
暁
平
氏
'
ド
ナ
ル
ド

･
キ
ー
ン
氏
､
ジ
エ
二
･
ワ
キ

サ
カ
氏

(第

一
回
N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
受
賞
者

･
サ
ン
パ
ウ

ロ
大
学
元
教
授
)
'
中
西
進
万
葉
文
化
館
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

｢世
界
の
中
の
万
葉
集
｣
な
ど
を
実
施
｡

六
月
二
九
日

奈
良
県
主
催
の
第
二
回
N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
関
連
事
業
を

奈
良
女
子
大
学
に
て
開
催
｡
受
賞
者
の
王
暁
平
氏

(天
津
師
範

大
学
教
授
)
に
よ
る
特
別
講
座

｢
万
葉
集
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
｣

を
実
施
｡

七
月

二
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
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特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

二

一回
)
を
講
義
｡

七
月

九
日

橿
原
市
立
中
央
公
民
館
主
催
橿
原
歴
史
探
訪
講
座

｢橿
原

!

再
発
見
｣
で
､
曹
研
究
員
が

｢
万
葉
集
か
ら
学
ぶ
､
万
葉
人
の

心
｣
と
題
し
て
講
義
し
､
竹
本
研
究
員
が
展
示
室
を
案
内
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

二
二
回
)
を
講
義
.

七
月

一
〇
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢神
々

の
出
現
と
国
土
の
生
成
｣
を
講
義
｡

七
月

一
九
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)

一
〇
三
～
一
〇
四
番
歌
｣
を
講
義
｡

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
-
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(
代

表
･
後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第
七
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

七
月
二
二
日

第
六
回
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良

県
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

呉
玲
海
外
研
修
員
着
任
｡

七
月
二
三
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
I
｣
(第

一
四
回
)
を
実
施
.

奈
良
県
立
教
育
研
究
所
主
催
の

｢奈
良
の
素
材
を
生
か
し
た

国
語
の
授
業
づ
く
り
研
修
講
座
｣
に
お
い
て
､
上
野
誠
副
所
長

が

｢歴
史
都
市

･
奈
良
の
歌
声
I

『
万
葉
集
』
は
こ
と
ば
の
文

化
財
-
｣
を
､
井
上
研
究
員
が

｢『
万
葉
集
』
を
学
ぶ
た
め
の

体
験
学
習
に
向
け
て
｣
を
講
義
｡

七
月
三
〇
日

奈
良
県
教
育
研
究
所
で
平
成
二
十
二
年
度
学
校
教
育
番
組

｢
国
語
教
材
｣
第

一
回
専
門
委
員
会
を
実
施
｡
井
上
研
究
員
'

竹
本
研
究
員
が
同
専
門
委
員
に
就
任
｡

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
曹
研
究
員
が
講
師
を
務
め

る
｡

七
月
三

一
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
井
上
研
究
員
が
講
師
を
務
め

る
｡

八
月

一
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
竹
本
研
究
員
が
講
師
を
務
め

る
｡

八
月
二
三
日

友
の
会
共
催

｢
万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)

一
〇
五
～
一
一
〇
番
歌
｣
を
講
義
｡

八
月
二
八
～
三
〇
日

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
､
二
〇
一
〇
年
度
若
手
研
究
者
支
援
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢万

葉
集
原
本
へ
の
道
｣
を
開
催
｡

八
月
二
九
日

畿
央
大
学
の
第
二
回
や
ま
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
開
講
座
で
､
曹

研
究
員
が

｢
万
葉
の
歌
か
ら
北
葛
城
を
訪
ね
て
み
よ
う
｣
を
講

義
｡

九
月

二
日

第
七
回
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良

県
庁
に
て
開
催
さ
れ
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡
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九
月

四
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢神
々

の
誕
生
と
黄
泉
国
訪
問
｣
を
講
義
｡

九
月

一
一
日

奈
良
県
教
育
研
究
所
で
､
平
成
二
十
二
年
度
学
校
教
育
番
組

｢
国
語
教
材
｣
第
二
回
専
門
委
員
会
開
催
｡
井
上
研
究
員
と
竹

本
研
究
員
が
出
席
｡

九
月
二
三
日

第
七
十
八
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友

の
会
講
座

･

一
三
〇
〇
年
ハ
イ
ク

｢足
で
感
じ
る
平
城
京
｣
で
､
竹
本
研
究

員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

九
月
二
七
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
.曹
研
究
員
が

｢巻
二

･
の
世
界

(上
)

一
一
一
～
一
二
二
番
歌
｣
を
講
義
｡

九
月
二
八
日

奈
良
県
庁
H
P
コ
ン
テ
ン
ツ

｢歩
く
な
ら
｣
に
関
し
て
､
井

上
研
究
員
が
推
薦
ル
ー
ト
の
作
成
な
ど
に
協
力

(随
時
更
新
掲

載
)
0

一〇
月

一
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第

一
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第

一
回
)
を
講
義
｡

一〇
月

四
日

第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢『
万
葉
集
』
と
歌
木
簡
-
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
1
｣
(
代
表
･

多
田
伊
織
皇
学
館
大
学
講
師

･
研
究
員
)
の
第
二
回
共
同
研
究

会
を
開
催
｡

一〇
月

六
日

奈
良
県
教
育
研
究
所
で
､
平
成
二
十
二
年
度
学
校
教
育
番
組

｢国
語
教
材
｣
第
三
回
専
門
委
員
会
実
施
｡
井
上
研
究
員
が

｢万

葉
集
の
素
材

(附
万
葉
集
と
能
楽
)｣
に
つ
い
て
､
竹
本
研
究

員
が

｢漢
文
資
料
の
素
材
提
案
｣
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
｡

一
〇
月

八
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
二
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究

-
｣
(第
二
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

一
一
日

第
三
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉

集
｣
の
研
究
成
果
発
表
と
し
て
､
第
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢人
は
な
ぜ
旅
を
す
る
の
か
-
万
葉
集
と

世
界
の

(
旅
V
I
｣
を
万
葉
文
化
館
企
画
展
示
室
に
て
開
催
｡

寺
川
真
知
夫
所
長

･
同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授
が

｢旅
と
万

葉
集
｣
(総
括
)
を
､
松
尾
光
万
葉
古
代
学
研
究
所
名
誉
研
究
員
･

早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
が

｢駅
路
の
上
の
人
影
｣
を
､
神
崎

宣
武
旅
の
文
化
研
究
所
長
が

｢旅
は
憂
い
も
の
-
民
俗
学
的
な

視
点
か
ら
ー
｣
を
､
辰
巳
正
明
園
学
院
大
学
教
授
が

｢中
国
少

数
民
族
の
死
者
の
旅
｣
を
'
高
橋
孝
信
東
京
大
学
大
学
院
教
授

が

｢文
学
と
旅
-
南
イ
ン
ド
古
代
の
事
例
か
ら
-
｣
を
講
演
し
､

そ
の
後
､
上
野
誠
万
葉
古
代
学
研
究
所
副
所
長

･
奈
良
大
学
教

授
の
司
会
で
講
演
者
お
よ
び
井
上
研
究
員
､
竹
本
研
究
員
､
曹
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研
究
員
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
｡

一
〇
月

一
五
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢
万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
≡
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
≡
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

一
七
日

郵
便
局
株
式
会
社

･
平
城
遷
都

二
二
〇
〇
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

主
催
の
郵
便
局
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
&
ウ
オ
ー
ク

｢上
つ
道
を

歩
く
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

一
〇
月

一
八
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)

一
一
四
～
一
一
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

一〇
月
二
〇
日

奈
良
県
庁
に
お
い
て
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
委
員
会

お
よ
び
第
八
回
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
開
催
さ
れ
､
井
上
研
究
員

が
参
加
｡

一
〇
月
二
二
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢
万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月
二
三
日
～
二
五
日

東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
大
会
実
行
委

員
会

(東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
本
部

･
社
団
法
人

平
城
遷
都

二
二
〇
〇
年
記
念
事
業
協
会

･
財
団
法
人
奈
良
県
万

葉
文
化
振
興
財
団
)
主
催
の

｢東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議

日
本
大
会
｣
を
万
葉
文
化
館
お
よ
び
橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に

て
開
催
｡
｢東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
新
た
な
文
化
共
同
体
の

構
築
I
日

･
中

･
韓
の
文
化
に
見
る
普
遍
性
と
固
有
性
を
廻
っ

て
-
｣
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
､
平
城
遷
都

二
二
〇
〇
年
記
念
特

別
講
演
会
と
し
て
､
李
御
寧
氏

(韓
国
初
代
文
化
相

･
梨
花
女

子
大
学
教
授
)
が

｢韓
中
日
文
化
の
接
点
-
文
化
象
徴
語
を
中

心
に
-
｣
を
､
作
家
の
莫
言
氏

(代
表
作

『紅
い
コ
ー
リ
ャ
ン
』

な
ど
)
が

｢詩
人
と
和
尚
｣
を
､
中
西
進
万
葉
文
化
館
長

･
東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
名
誉
会
長
が

｢東
ア
ジ
ア
文
化
の

成
熟
｣
を
講
演
｡
ほ
か
に
､
波
戸
岡
旭
同
会
議
日
本
会
長

･
国

学
院
大
学
教
授
､
胡
令
遠
同
会
議
中
国
会
長
･復
旦
大
学
教
授
'

雀
溶
徹
同
会
議
韓
国
会
長

･
高
麗
大
学
教
授
に
よ
る
基
調
講
演

や
､
古
典
分
野
部
門
､
近
世
･近
代
文
学
部
門
､
宗
教
･神
話
･

文
化

･
思
想
部
門
､
社
会

･
民
俗

･
芸
術
部
門
の
四
分
科
会
に

分
か
れ
て
の
研
究
発
表
会
な
ど
を
実
施
｡
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

で
､
井
上
研
究
員
と
竹
本
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

一
〇
月
二
六
日

J
R
西
日
本
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
と
の
連
携
企
画
特
別
ツ
ア
ー

で
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の
愛
を
う
た
う
｣
と
題
し
て
講
演
0

一
〇
月
二
九
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究

-
｣
(第
五
回
)
を
講
義
.

一
一
月

三
日

第
八
十
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
講
座

･
｢大
和
三
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山
万
葉
ウ
オ
ー
ク
ー
畝
傍
山
と
橿
原
神
宮
周
辺
を
巡
る
-
｣
で
､

井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

〓

片

五
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
五
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

六
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢三
貴

子
の
誕
生
と
統
治
の
事
依
｣
を
講
義
｡

一
一
月

七
日

第

一
〇
回
東
京
講
座
と
し
て
､
東
京
都
の
奈
良
ま
は
ろ
ば
館

で
寺
川
虞
知
夫
所
長
が

｢万
葉
集
は
歌
の
文
化
を
ど
う
変
え
た

の
か
｣
を
講
演
｡

一
一
月

九
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の
明
日
香
学
講
座
で
､
井
上
研
究

員
が

｢明
日
香
と
万
葉
集
I

l
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
一
月

一
一
日

奈
良
県
立
教
育
研
究
所
製
作
の
番
組

｢な
ら
教
育
リ
ポ
ー
ト

ま
な
び
だ
よ
り
｣
に
'
井
上
研
究
員
が
出
演

(奈
良
テ
レ
ビ
に

て

一
一
月
二
四
日
に
放
送
)
0

一
一
月

二

一日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究

-
｣
(第
七
回
)
を
講
義
.

一
一
月

一
四
日

第

二

回
東
京
講
座
と
し
て
､
東
京
都
の
奈
良
ま
は
ろ
ば
館

で
曹
研
究
員
が

｢万
葉
集
に
み
る
門
前
の
恋
｣
を
講
演
｡

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
-
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(
代

表
･後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第
八
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

一
一
月

一
五
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)

二

七
～

〓

1二
番
歌
｣
を
講
義
.

一
一
月

一
六
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の
明
日
香
学
講
座
で
'
井
上
研
究

員
が

｢明
日
香
と
万
葉
集
-
二
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
一
月

一
九
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
七
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義

Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
八
回
)
を
講
義
｡

1
一
月
二
九
日

第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢『
万
葉
集
』
と
歌
木
簡
-
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
-
｣
(
代
表
･

多
田
伊
織
皇
学
館
大
学
講
師

･
研
究
員
)
の
第
三
回
共
同
研
究

会
を
開
催
｡

奈
良
県
職
員
退
職
者
会
近
畿
第
二
十
七
回
定
期
総
会
で
､
曹

研
究
員
が

｢歴
史
と
万
葉
集
｣
を
講
演
｡

二

一月

三
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
八
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学
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特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

二

一月

四
日

第
八
十

一
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
講
座
で
､
呉
玲

海
外
研
修
員
が

｢万
葉
集
に
お
け
る
唐
日
交
流
-
三
六
四
〇
番

歌
の
作
者
羽
栗
に
つ
い
て
｣
を
講
義
'
そ
の
後
､
呉
海
外
研
修

員
と
井
上
研
究
員
に
よ
る
対
談
を
実
施
｡

二

一月

八
日

橿
原
学
院
高
等
学
校
主
催
の
橿
学
講
座
で
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の
心
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

一月

一
〇
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十
回
)
を
講
義
｡

二

一月

二

日

日
本
風
景
街
道

｢ま
は
ろ
ば
｣
連
絡
協
議
会
主
催
の
勉
強
会

で
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
集
か
ら
み
る
飛
鳥

･
藤
原
｣
と
題

し
て
講
義
｡

二

一月

一
四
日

第
九
回
記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良

県
庁
に
て
開
催
さ
れ
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

二

一月

一
七
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十

一
回
)
を
講
義
｡

二

一月

一
八
日

第

二

一回
東
京
講
座
と
し
て
､
東
京
都
の
奈
良
ま
は
ろ
ば
館

で
竹
本
研
究
員
が

｢万
葉
集
を
よ
み
な
お
す
-
万
葉
古
代
学
の

一
視
点
-
｣
を
講
演
｡

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
に
お
い
て
､
井
上
研
究

員
が

｢明
日
香
と
万
葉
集
｣
を
講
義
｡

二

一月

一
九
日

第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル

ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
-
と
く
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(代

表
･
後
藤
明
南
山
大
学
教
授
)
の
第
九
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

二

一月
二
〇
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
曹
研
究
員
が

｢巻
二

の
世
界

(上
)

二

二
二
～
二

一八
番
歌
｣
を
講
義
｡

二

一月
二
四
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十

一
回
)
を
講
義
｡

二

一月
二
六
日

N
H
K
奈
良
製
作
の
番
組
に
､
中
西
進
館
長
､
上
野
誠
副

所
長
が
出
演
｡
井
上
研
究
員
が
取
材
協
力
｡
(N
H
K

｢歴
史

秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア

万
葉
集
～
愛
と
悲
し
み
の
四
〇
〇
年
物
語

～
｣
平
成
二
三
年
二
月

一
六
日
放
送
)

〓

1月
二
八
日

藤
井
麻
末
研
修
員
'
大
門
敦
子
研
修
員
が
研
修
を
修
了
｡

一
月

七
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
二
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅲ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十
二
回
)
を
講
義
｡

一
月

九
日

N
H
K
奈
良
製
作
の
番
組
に
､
研
究
員
が
撮
影
協
力
｡
(N
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H
K

｢歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
｣
二
月

一
六
日
放
送
)

一
月

一
四
日

呉
玲
海
外
研
修
員
の
研
修
報
告
会
を
実
施
｡

一
月

一
五
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢須
佐

之
男
命
の
昇
天
と
ウ
ケ
ヒ
｣
を
講
義
｡

一
月

一
八
日

高
森
町
歴
史
民
俗
資
料
館
主
催
の
研
修
に
お
い
て
､
竹
本
研

究
員
が
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
に
つ
い
て
解
説
｡

一
月

一
九
日

奈
良
県
立
大
学
主
催

｢や
ま
と
ま
は
ろ
ば
学
｣
講
座
に
お
い

て
､
井
上
研
究
員
が

｢奈
良
の
文
化
-
万
葉
の
世
界
-
｣
と
題

し
て
講
義
｡

一
月
二
一
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
寺
川
虞
知
夫
所
長
が

｢古

代
知
識
人
の
病
気
観
｣
と
題
し
て
特
別
講
義
の
講
師
を
務
め
る
｡

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
三
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十
三
回
)
を
講
義
｡

一
月
二
三
日

美
夫
君
志
会
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
集
の
宮
都

歌
｣
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
る
｡

一
月
二
四
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)

二

一九
～

一
三
〇
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
月
二
七
日

呉
玲
海
外
研
修
員
が
中
国
に
帰
国
｡

一
月
二
八
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
四
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十
四
回
)
を
講
義
｡

一
月
二
九
日

日
本
風
景
街
道

｢ま
は
ろ
ば
｣
連
絡
協
議
会
主
催
の
勉
強
会

現
地
調
査
で
､
井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

一
月
三
〇
日

N
H
K
奈
良
製
作
の
番
組
に
､
研
究
員
が
撮
影
協
力
｡
(N

H
K

｢歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
｣
二
月

一
六
日
放
送
)
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◆
専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
一
一十
二
年
二
月
～
平
成
二
十
三
年

一
月
)

井
上
さ
や
か

[著
書
]

○
『山
部
赤
人
と
叙
景
』
新
典
社
研
究
叢
書

2
14
(新
典
社
)
平
成
二
十
二

年
十
月

[研
究
論
文
]

O
｢『
万
葉
集
』
と
欧
文
挿
絵
本
-
そ
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
-
｣
(｢
万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
八
号
)
平
成
二
十
二
年
三
月

O
｢雪
と
よ
ご
と
-
大
伴
家
持
の
巻
二
〇
･
四
五

一
六
番
歌
-
｣
(｢叙
説
｣

三
七
号
)
平
成
二
十
二
年
三
月

[研
究
発
表
]

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
万
葉
集
の
宮
都
歌
｣
(美
夫
君
志
会
)
平
成
二
十
三
年

一
月

[そ
の
他
]

○
連
載

｢教
育
の
話
題
/
万
葉
の
旅
｣
(｢
日
本
教
育
｣
平
成
二
十
二
年
四

･

五
月
号
～
平
成
二
十
三
年

一
月
号
)
平
成
二
十
二
年
四
月
～
平
成
二
十
三

年

一
月

O
｢
お
す
す
め
万
葉
歌
｣
(｢
よ
ろ
ず
は
｣
第
二
七
号
～
第
三

一
号
､
平
成

二
十
二
年
四
月
～
平
成
二
十
三
年

一
月
)

竹
本

晃

[研
究
論
文

･
書
評
]

O
r
｢安
礼
衝
｣
と
永
続
性
-
藤
原
宮
御
井
歌
と
短
歌
を
つ
な
ぐ
も
の
-
｣
(｢
万

葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
八
号
)､
平
成
二
十
二
年
三
月

O
｢古
代
人
名
表
記
の

｢連
公
｣
を
め
ぐ
っ
て
｣
(栄
原
永
遠
男
編

『
日
本

古
代
の
王
権
と
社
会
』
塙
書
房
)
平
成
二
十
二
年
十
月

O
｢一
書
評
一
中
村
友

一
著

『
日
本
古
代
の
氏
姓
制
』
｣
(｢
日
本
史
研
究
｣
第

五
八
〇
号
)
､
平
成
二
十
二
年

二

一月

[研
究
発
表
]

O
｢平
安
前
期
に
お
け
る
和
泉
国
の
宮
田
｣
(第
二
次
和
泉
郡
研
究
会
)
平

成
二
十
二
年
二
月

[そ
の
他
]

O
N
H
K

｢
日
本
と
朝
鮮
半
島
2
0
0
0
年
｣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

『
日
本
と

朝
鮮
半
島
2
0
0
0
年
上
』
(N
H
K
出
版
)
､
平
成
二
十
二
年
二
月
に

一

部
執
筆

(
コ
メ
ン
ト
)
0

O
｢万
葉
学
者
の
あ
る
べ
き
姿
｣
(友
の
会
会
報

｢天
飛
ぶ
｣
第
二
十
八
号
｢万

葉
歌
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
⑳
｣
)､
平
成
二
十
二
年
十

一
月

○
展
示
内
容
紹
介

(
｢よ
ろ
ず
は
｣
第
二
八
号

･
平
成
二
十
二
年
六
月
､
第

三
〇
号

･
平
成
二
十
二
年
十
月
)
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曹

暁
梅

[著
書
]

○
『歌
垣
と
東
ア
ジ
ア
の
古
代
歌
謡
』
(笠
間
書
院
)
平
成
二
十
三
年

一
月

[研
究
論
文
]

O
｢万
葉
集
巻
頭
歌
の
形
成
-
中
国
採
桑
文
学
と
の
比
較
-
｣
(｢万
葉
古
代

学
研
究
所
年
報
｣
八
号
)
平
成
二
十
二
年
三
月

[そ
の
他
]

○
展
示
内
容
紹
介

(｢よ
ろ
ず
は
｣
第
二
七
号

･
平
成
二
十
二
年
四
月
､
第

二
九
号

･
平
成
二
十
二
年
九
月
､
第
三

言
ち
･
平
成
二
十
三
年

一
月
)
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